
１．はじめに 
今年度は、栗山良次先生(三養基高等学校長)を新しく本専門部部長にお迎えし、また、

専門委員長を前任の山下和幸先生(現佐賀県高等学校体育連盟理事長)から北村 健(鹿
島高校)に引き継ぎ、これに伴いまして、北村が昨年度まで努めていました競技力向上
委員長に丸小野仁之(佐賀工業高校)が就任いたしました。また、新たに山木彩加先生(伊
万里高校)を加えての船出となりました。本年度も佐賀陸上競技協会に競技運営面、ま
た選手の競技力向上にご協力を頂きました。この場を借りてお礼を申し上げます。 

 
２．今年度を振り返って 

 本年度の全国高校総体北九州地区予選会(佐賀)では男子 4×100mR で佐賀工業高校
(吉永瑛治 3 年・園田拓海 3 年・堤紘煕 2 年・中村玲雄 3 年)が 41”16 で優勝。男子走
り高跳びで野中廉也(龍谷高校 3 年)が 2m07cm(佐賀県高校新記録)で優勝。男子棒高跳
びで川原直也(佐賀工業高校 2年)が 4m30cmで優勝。総合成績で佐賀工業高校が 25 点
を獲得し、見事、総合優勝(トラック総合 5 位、フィールド総合 2 位)に輝きました。女
子では、女子 400mで今村梨花(鹿島高校 1 年)が 57”07 で優勝。今村は女子 400mH で
も 1’01”50 で優勝し、1 年生ながら 2 冠を達成しました。女子 100mH で横畑安笑(佐
賀清和高校 3年)が 14”68(-2.9)で優勝。女子 4×400mRで佐賀北高校(細岡菜花 3 年・
古川砂耶 2年・白石実里 2 年・皆良田はるか 3 年)が 3’52”25 で優勝。女子総合成績で
佐賀北高校が総合 6 位、鹿島高校が総合 7位。鹿島高校は女子トラック総合成績でも 3
位に入賞しました。年度当初の目標であった「北九州地区予選会で 5 種目の優勝」を上
回り個人 7 種目の優勝と男子の総合優勝を獲得することができました。また、男子１
１種目(のべ１４名)、女子１０種目(のべ１６名)の入賞を果たし、全国総体に出場する
ことができました。 
全国総体では龍谷高校３年の野中廉也が 2m04cm を跳び、見事 6 位入賞を果たしま

した。そのほかにも鹿島高校 1 年の今村の 400mH と 2 年生エースが 2 人揃う佐賀北
高校の 4×100mR が準決勝に進出し、来年に繋がる活躍をしてくれました。 
シーズン後半の九州新人陸上(福岡)では、男子 800m で古川凌雅(伊万里高校 2年)が

1’57”92で優勝。男子走り幅跳びで林裕之(早稲田佐賀高校 2年)が 7m11cm(+3.1)で優
勝。女子では唐津東高校 2 年の本山智菜が 100m｛12”29(-0.3)｝・200m｛24”96(-0.6)｝
の 2 種目で優勝し 2 冠を達成しました。女子 4×100mR でも佐賀北高校(竹内栞里 1
年・古川砂耶 2 年・白石実里 2 年・山田笑実 1 年)が 47”25 で優勝しました。昨年は 1
種目のみの優勝だったが今年度は 5 種目で優勝をすることができました。(※九州で 3
番目に多い)入賞数も男子のべ 10 名、女子のべ 18 名の入賞をすることができました。
佐賀陸上競技協会の協力を得て本専門部競技力向上事業(強化合宿練習会・種目別練習
会等)の成果がでてきた結果と考えています。今後も引き続き、全国大会での入賞を目
指し、競技力向上事業を展開していきます。 



 
駅伝競走では、年末の都大路を男子代表鳥栖工業高校と女子代表佐賀清和高校が走

りました。鳥栖工業高校は２時間６分２４秒で 9位(九州でトップ)、佐賀清和高校は 1
時間１２分５９秒で 38 位(九州で 7 番目)という結果に終わりました。男子は念願の 8
位入賞まであと一歩のところでしたが、女子はここ数年低迷が続いており、競技力向上
が急務の課題です。 
２月４・５日に大阪城ホールで開催されました２０１７日本ジュニア室内陸上競技

選手権大阪大会では龍谷高校の野中廉也が男子ジュニア走り高跳びで２ｍ１０ｃｍを
跳び、２位に入賞をしました。室内大会という好条件ではありましたが、これまで自身
が持っていた佐賀県高校記録を３ｃｍ上回る記録でした。 

 
 

３．最後に 
今年度から前任者の山下和幸先生(現佐賀県高等学校体育連盟理事長)から専門委員

長を引き継ぎ、山下和幸先生が築き上げられた本専門部の取り組みの成果を少しだけ、
競技成績結果として見せることができた 1 年だったと自負しています。しかし、来年
度以降も課題は山積みです。来年度も佐賀陸上競技協会、佐賀県体育協会、佐賀県高等
学校体育連盟事務局のサポートを頂き、専門部が一丸となって頑張っていきたいと思
います。2020 年に東京オリンピックが開催されますが佐賀県から日本代表選手が出て
くれるように高校生アスリートの部活動環境を支えていきたいと思います。 


